
R4 年度長崎版地域包括ケアシステム推進における地域意見交換会実施報告書① 

共催：長崎市医師会・長崎市 

 

目 的 ①医療・介護の専門職における長崎版地域包括ケアシステムの理解促進 

②顔の見える関係づくり・多職種の連携強化 

 

対象者 医療・介護等専門職のうち多職種チーム化に登録いただいている方 

（医師・歯科医師・薬剤師・訪問看護師・栄養士・地域包括支援センター・在宅支援リハビリ 

センター・包括ケアまちんなかラウンジ・市職員） 

 

開催日時等  

日時 会場 対象地域包括支援センターエリア 

①R4 年 11 月 16 日（水）19：00～20：30 南部市民センター 土井首/深堀・香焼/南部 

②R4 年 12 月 14 日（水）19：00～20：30 東公民館 東長崎/日見・橘 

※他地域包括支援センターエリアにおいては、R5 年 2～3月（2 回）及び R5 年度（4 回）開催予定 

内容 

１．開会挨拶  

２．講話 

（1）元気なうちから手帳について         長崎市福祉部次長  渋谷 浩司 

（2）長崎市医師会版 わたしの思いについて  長崎市医師会 理事 土屋 知洋 

（3）ACP について～救急医の立場から     長崎市医師会 理事 早川 航一 

（4）救急現場における DNAR 対応        長崎市消防局  

３．意見交換会 

テーマ  「ACP について自身の立場でどのようなことに取組んでいるのか」 

～工夫していること・難しいと感じること・悩み・事例など～ 

参加者数 

 R4 年 11 月 16 日 

南部市民センター 

R4 年 12月 14 日 

東公民館 

医師 10 4 

歯科医師 1 2 

薬剤師 7 4 

訪問看護師 4 0 

管理栄養士 1 2 

主任ケアマネジャー 10 3 

在宅支援リハビリセンター 3 4 

包括ケアまちんなかラウンジ 3 2 

地域包括支援センター 6 5 

その他 1 3 

医師会事務局 3 2 

行政 14 13 

計 63 44 

※その他・・・精神保健福祉士 1名、作業療法士 1名、施設職員（介護職・看護師）2 名 

(人) 



＜意見交換の様子＞ 

意見交換でのご意見（一部抜粋） 

テーマ  「ACP について自身の立場でどのようなことに取組んでいるのか」 

～工夫していること・難しいと感じること・悩み・事例など～ 

ACP について 

 ・ACP について初めてきいた（薬剤師） 

 ・病気になり重症化してからでは話しにくいので元気なうちから考え話すことが大事（まちんなかラウンジ） 

 ・訪問の依頼があった時点で本人の意思の把握が難しい状態のことがある。意思がわからず悩ましい（多職種） 

 ・日常のむだ話が ACP につながってくる（医師） 

 ・ちょっとした一言や気になる事は丁寧にひらっていくように心がけている（訪問看護師） 

 ・縁起の悪い話というイメージを変えていかなければと思う。普段から話せる環境づくりが大事。（包括） 

 ・信頼関係ができてからでないと ACP について話すことは難しく感じる（ケアマネ） 

 ・歯科医師として、がんの口腔内転移があった方だが亡くなる前に放射線治療し義歯を入れ口から食べられる 

ようになり、すごく幸せそうであった。患者の幸せがどこにあるのかを考えさせられた。(歯科医師) 

 ・薬剤師として、患者が冷静に考えられるよう痛みや負担を取り除いてあげられるよう関わっていきたい。(薬剤師) 

 ・栄養士として、本人・家族の希望をききながら、いかに最期までおいしく食べられるかを考え支援している。 

(管理栄養士) 

 ・リハ職として、本人の希望に寄り添いながらリハビリをしている。書面ではないが、関わりの中でふとした思いをくみ

取るようにしている。（理学療法士） 

 

元気なうちから手帳について 

・手帳を渡すタイミングや活用の仕方がわからない（多職種） 

・渡すタイミングとしては、初回面接の際に名刺代わりに渡しても良いのではないか（包括） 

・病院から退院時に渡すのは良いと思う（理学療法士） 

・薬局にも設置し、お薬手帳と一緒に渡すのはどうか（包括） 

・病院の待合室に設置しいつでも読めるようにおいておけば良いと思う（歯科医師） 

・リハ職から渡してもよいのだろうか（理学療法士）→どのような職種からでも渡して良いと思う（医師） 

・被介護者だけでなく 40～50代の介護者（子ども世代）にも考えるよう説明し配付している（ケアマネ） 

 

情報共有について 

 ・訪問診療で在宅に行ったとき横の情報（周りの職種の情報）がわからない(多職種) 

 ・自身聞き取ったりくみ取った思いは多職種で共有することが大事（医師） 

 ・入院中と在宅に帰ってきた時では本人の気持ちも変わるので、その都度思いをきき、多職種で共有している。

（ケアマネ） 

 ・病院からサマリーがくるが「DNAR 希望」など端的なもので詳細不明。病院でもある程度聞いていただき情報 

共有してほしい。（看護師） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


